










































































ィレットはチャンス〈確率の度合）－thechance, or the degree of probabilityー







(3) Allan H. Willet, The Economic Theory of Risk and Insurance, (Oxford University 
Press, 1951）.本書の初版は1901年に， TheColumbia University Press, Volume XIV, 
Number 2, in Studies in History, Economics and Public Lawとして公刊された。










































































































































えるであろう。簡単な例を挙げてみよう。 A, B地方にある 100軒の貸ピルの
うち，過去4年間に盗難被害が出たピ、ルの数〈軒数〉が，次のような分布を示
しTことしよう。
I s年前 I4年前 I3年前 I2年前 累計｜平均
A A 断。1叩悶叶 1 111 
平均値からの変動 14 ｜却 1184 15 3 36 9 
B:B地方の1叩貸ピノレ 113 60 


























































































































(6) Frank Heyneman Knight (1885-1968) : Risk, Uncertainty, and Profit, (Unirevsity 









































思（除ベ題去きす点~ む足童書あな使緊いま 区別の基準一棚語学術用語1 → ｜ i特 徴 l実例
し（1) (2) 
リスク I o起こるか起こら 測定可 客観的 事象を集固化するこ｜保険
ないかわからな 能な不 確率 とによって，結果の
し、あらゆる不利 確実性 確率分布を予知する
H な出来事に言及 ことができる。する 一先験的
。、損失のリスク’ 一後験的（統計的）
不確実 。同様な有利な出 測定不 主観的 対象事象が，それぞ 判断ま
性（真 来事に言及する 可能な 1’住率 れ独特すぎるため， たは世
の不確 。、利得の不確実 不確実 事象を集固化するこ 論の形

































































(1) Elliot Curtis M. and Vaughan, Emmett ]., Fundamentals of Risk and Insurance, 
(John Wiley and Sons, 1972) p. 8. 





























同 AdamSmith, The Wealth of Nations, (Modern Library) p. 107.大内兵衛，松

















































































。日 JohnMaynard Keynes, A Treetise On Probability, MacMillan and Co・＇1921) 
p. 42, chapter ix, p. 6, 112, 127, 97. Pfeffer前掲書（9)pp. 171-174. 
(16) William Kneale, Probability and Induction, (Oxford: Oxford University Press, 
































側 Williamsand Heins: Risk Management and Insurance, 1st ed., (McGraw-Hill 





























































い旨を断わっているO アメリカ・リスク・保険学会（AmericanRisk and In-
(21) A. H. Willet前掲書 p.24. 
(2) F. H. Knight前掲書 pp.19ー 20.pp. 197-232. 

































である。（variationin the possible outcomes that exists in nature 
in a given situation) （第2版， P.4) 
＝ある一定の状況において一定期間中における結果が変動することで





















































(1982 . 5.10) 
側 たとえば，学術文献に多く引用されていること，および CPCU,ARMなど，保険，
リスク・マネジメントの専門職業資格試験の教材も，ウィリアムズ説から出発してい
る現象が，この見解を裏づけている。
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